
科 目 母性看護演習 

時間数 1単位 ３０時間 授業方法 講義、演習 授業時期 2年 

講師名 ②伊藤好江  ②和泉麻実  ③矢野美穂 

実務経験 ②助産師（医療機関） ③看護師（医療機関） 

ねらい 
演習を通して、臨地実習で行う基礎的技術を習得する 

事例学習を通してウェルネス型看護過程を学ぶ 

目 標 
１． 母性看護領域で必要とされる基礎看護技術が習得できる 

２． ペーパーペイシェントでウェルネス看護過程に基づいた看護を展開できる 

授業計画 

回 内容 

１ 
ガイダンス 

妊娠期の看護 

２ 妊娠期の看護技術演習 内診と分娩監視装置① 

３ 妊娠期の看護技術演習 内診と分娩監視装置② 

４ 妊娠期の看護技術演習 妊婦健康診査① 

５ 妊娠期の看護技術演習 妊婦健康診査② 

６ 分娩期の看護① 

７ 分娩期の看護② 産褥期の看護① 

８ 産褥期の看護② 

９ 分娩期の看護技術演習 分娩１期、分娩４期の看護 

１０ 産褥期の看護技術演習 産褥２日目、産褥５日目の看護 

１１ 新生児の看護 沐浴とフィジカルアセスメント① 

１２ 新生児の看護技術演習 沐浴とフィジカルアセスメント① 

１３ 新生児の看護技術演習 沐浴とフィジカルアセスメント② 

１４ 新生児の看護技術演習 沐浴 

１５ 保健指導演習 

評価方法 

その時間数の 3分の 2以上の出席者に限り受験資格を与える。 

演習後のレポート 90点、成果物 10点、で評価する。 

60点以上を及第点とする。 

教科書 

母性看護学（２）母性看護学各論：医学書院 

ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程：医歯薬出版株式会社 

母性看護学③母性看護技術 

 




